
神戸港・中突堤のホテルに浮かび上がるクルーズ

文・写真 上川庄二郎

【
一
足
お
先
に
、
神
戸
港
開
港
一
四
(
〕
年
を
祝
っ
て
】

二
〇
〇
六
年
末
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
神
戸

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
恒
例
の
ホ
テ
ル
壁
面
を

飾
る
巨
大
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
電
飾
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

昨
年
が
満
十
年
。
そ
の
節
日
の
年
が
、
神
戸
港
開
港
一
四
〇

年
と
重
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
客
船
バ
ー
ス
の
中
突
堤
シ
フ
ト

も
加
わ
っ
て
写
真
の
よ
う
な
み
な
と
神
戸
を
象
徴
す
る
ク
ル

ー
ズ
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
。
開
港
し
た
の
は
、
一
八
六
八
年
一
月
一
日
だ
か
ら
一
足
お
先

に
と
い
う
と
こ
ろ
。

点
灯
式
に
は
、
元
客
船
の
船
長
や
こ
の
日
に
こ
の
ホ
テ
ル
で

挙
式
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
加
わ
り
「
ボ
ン
・
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
ー
」

の

発
声
で
一
斉
に
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
る
と
、
鮮
や
か
な
色
合
い
の

船
の
絵
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
・
ル
ミ
ナ
ス
神
戸

2
か
ら
も
祝
福
の
汽
筒
。
続
い
て
神
戸
市
消
防
音
楽
隊
の

演
奏
で
、
晴
れ
や
か
な
式
典
に
色
を
添
え
た
。

【
世
界
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
海
に
浮
か
ぶ
ホ
テ
ル
】

こ
の
ホ
テ
ル
は
、
神
戸
市
の
港
活
性
化
の
コ
ン
ペ
に
応
じ
て

提
案
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
2
 
1
世
紀
に
開
か
れ
た
都
心
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
創
造
、
文
化
拠
点
の
創
造
、
新
た
な

港
湾
タ
ー
士
、
ナ
ル
の
創
造
を
目
指
し
た
海
上
ホ
テ
ル
と
し
て
一

九
九
五
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
都
心
の
海
上

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。

客
船
バ
ー
ス
の
中

突
堤
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
、

こ
の
ホ
テ
ル
は
、
い
よ

い
よ
そ
の
真
価
を
発

揮
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。外

観
は
、
海
洋
博

物
館
や
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

と
デ
ザ
イ
ン
上
か
ら
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も
よ
く
フ
ィ
ッ
ト
し
、
ま
た
照
明
の
カ
ラ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

で
は
、
著
名
な
石
井
幹
子
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
エ
メ
ラ
ル

ド
・
ブ
ル
ー
の
光
の
ポ
イ
ン
ト
が
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
赤
、
海
洋

博
物
館
の
白
と
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
、
海
辺
の
素
晴
ら
し
い
光
の

空
間
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
ま
さ
に
海
辺
の
巷
で

あ
る
。

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
若
者
に
も
好
感
さ
れ
、
デ
ー
ト
・
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

【
都
心
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
も
、
も
っ
と
便
利
に
!
】

昨
秋
三
宮
に
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン
し
た
ミ
ン
ト
神
戸
、
そ

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
、
ホ
テ
ル
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
も
っ
と
便
利
に
と
、
従
来
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
神
戸
と
共
同
運
行
し
始
め
た
。

新
聞
は
、
こ
れ
を
呉
越
同
舟
現
代
版
な
ど
と
椰
撮
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
当
た
ら
な
い
。
今
や
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
、
中

突
堤
界
隈
は
、
神
戸
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
の
何
よ
り
の
証
拠
が
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
と

い
う
客
観
的
な
数
字
で
あ
る
。

何
は
さ
て
お
き
、
神
戸
の
活
性
化
は
み
な
と
を
除
い
て
は

考
え
ら
れ
な
い
。
ま
ず
は
、
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に

大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

鵜
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。

神
戸
大
学
卒
。
神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
退

職
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
を

経
て
、
現
在
、
フ
リ
ー
ー
フ
イ
タ
ー
。
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せ
れ
嶋
田

皇
后
陛
下
の
御
歌
碑
と

生
田
の
杜
の
碑

加
藤

隆
久
(
鵠
繕
賢
妻
)

神
戸
市
役
所
南
隣
に
拡
が
る
束
遊
園
地
に
、
昨
年
秋
、

皇
后
陛
下
の
御
歌
を
話
し
た
御
歌
碑
が
完
成
し
、
九
月
二

五
日
大
安
の
日
に
、
井
戸
敬
三
兵
庫
県
知
事
、
矢
田
立
郎

神
戸
市
長
な
ど
約
5
0
人
が
参
列
し
て
除
幕
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

笑
み
交
は
し
や
が
て
涙
の
わ
き
い
づ
る

復
興
な
り
し
街
を
行
き
つ
つ

平
成
十
八
年
の
正
月
、
宮
中
歌
会
始
で
の
皇
后
陛
下
の

御
歌
で
、
平
成
十
七
年
一
月
に
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
十
周

年
の
つ
ど
い
」
ご
臨
席
の
た
め
、
天
皇
陛
下
と
と
も
に
神
戸

市
に
行
幸
啓
さ
れ
た
際
に
お
詠
み
な
さ
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
御
歌
は
、
皇
后
陛
下
が
神
戸
の
街
で
出
会
う
人
々
と

笑
み
を
交
わ
し
、
復
興
の
喜
び
を
分
か
ち
合
わ
れ
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
越
え
て
き
た
苦
難
を
思
い
涙
ぐ
ま
れ
た
御

記
憶
を
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

御
歌
碑
は
、
私
が
「
皇
后
陛
下
御
歌
碑
建
立
委
員
会
」

の
会
長
を
仰
せ
付
か
り
、
井
戸
知
事
、
矢
田
市
長
、
稲
垣

84
皇后陛下の約款を刻む御歌碑(束遊園地)

神
戸
新
聞
社
社
長
、
新
野
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
理
事
長

な
ど
有
志
で
組
織
さ
れ
、
「
皇
后
陛
下
の
御
心
を
永
く
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
改
め
て
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
取

り
組
む
誓
い
に
し
よ
う
」
と
の
呼
び
か
け
が
結
実
。
能
勢
産

の
黒
御
影
石
製
の
縦
1
メ
ー
ト
ル
、
横
2
・
4
メ
ー
ト
ル
で
、

日
本
芸
術
院
貨
な
ど
を
受
賞
し
日
本
の
か
な
書
道
界
の
第
一

人
者
で
あ
る
井
茂
圭
洞
氏

(
神
戸
生
ま
れ
)
が
揮
毒
さ
れ
、

遊
園
地
内
の
震
災
犠
牲
者
の
氏
名
を
刻
ん
だ
「
慰
霊
と
復

興
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の
北
側
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
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五十嵐括水の句碑(生田神社)

こ
の
御
歌
碑
の
建
立
は
、
復
興
に
思
い
を
寄
せ
ら
れ
た
御

心
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
御
歌
は
、
被
災
地
の

市
民
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
間

も
な
く
十
二
回
目
の
震
災
の
日
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
生
田
神
社
の
境
内
に
は
、
戦
災
復
興
か
ら
阪
神
大

震
災
復
興
に
至
る
ま
で
に
八
つ
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年

(
1
9
6
0
)

八
月
に
生
田
神
社
神
徳

館
横
に
、
ふ
ぁ
う
す
と
川
柳
社
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
椙
元

紋
太
氏
の
「
よ
く
稼
ぐ
夫
婦
に
も
あ
る
ひ
と
休
み
」
と
い
う

御
影
石
製
の
川
柳
句
碑
。
こ
の
碑
は
阪
神
大
震
災
で
真
っ
二

つ
に
割
れ
て
破
損
し
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
十
年
(
1
9
9
8
)
、

元
通
り
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
田
の
森
に
生
田
神
社
の
先
々
代
の
宮
司

(
小
生

の
父
)

加
藤
鍍
次
郎
の
自
詠
の
歌
碑
「
ほ
の
か
な
る
土
の
香

た
ち
て
青
葉
な
す
生
田
の
森
に
雨
晴
れ
わ
た
る

白
魚
」

(
瀬

田
真
黒
石
製
)

が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
七
年
、
神
戸
史
談

会
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

生
田
の
森
に
整
え
る
楠
の
大
木
の
傍
ら
に
神
戸
史
談
会
会
長

の
不
肖
私
の
歌
碑
を
建
立
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ふ
る
さ
と
の

歴
史
究
め
て
百
年
の
歩
み
を
語
る
杜
の
老
樹
に

白
鳳
」

(
庵

治
石
製
)

で
す
。

昭
和
四
十
八
年

(
1
9
7
3
)

九
月
に
、
神
戸
生
ま
れ

の
世
界
的
寧
曲
家
で
、
生
田
神
社
の
結
婚
式
「
む
す
び
の
神

曲
」

の
「
あ
な
に
や
し
え
を
と
め
を

あ
な
に
や
し
え
を
と

こ
を
」
を
作
曲
し
た
宮
城
道
雄
の
音
楽
碑

(
青
銅
製
)

が
、

生
田
神
社
会
館
前
の
桜
と
つ
つ
じ
の
植
え
込
み
の
中
に
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
笹
波
会
会
長
桑
田
笹
舟
氏
の
揮
毒
に
よ
る
上
田

秋
成
の
生
田
の
桜
を
詠
ん
だ
黒
御
影
石
の
書
碑

「
汐
馴
れ

し
生
田
の
森
の
桜
花
春
の
千
鳥
の
鳴
き
て
通
へ
る
」
が
、
生

田
神
社
斎
館
横
に
建
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
神
戸
の
か
な
書
道
家
、
深
山
龍
洞
氏
の
筆
に
よ

る
順
徳
院
の

「
秋
風
に
ま
た
こ
そ
訪
は
め
津
の
国
の
生
田
の

森
の
春
の
曙
」

の
書
碑
が
茶
室
神
泉
亭
脇
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
句
碑
は
、
五
十
嵐
播
水
の
「
初
暦

め
く
れ
ば
月
日
流
れ
そ
む
」

で
す

(
写
真
右
上
)
。
平
成
六

年
四
月
、
俳
句
誌
「
九
年
母
」
の
第
八
百
号
刊
行
記
念
と

し
て
九
年
母
会
に
よ
り
、
生
田
神
社
拝
殿
前
の
段
葛
に
石
蕗

と
万
両
の
根
方
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
田
池
畔
に
は
阪
神
大
震
災
復
興
記
念
碑
と
し
て
チ
タ
ン

製
の
、
拙
詠
「
う
る
ほ
し
さ
唐
破
風
も
ち
し
拝
殿
は
地
上
に

這
ひ
て
獣
の
ご
と
し
」

「
朱
に
光
る
唐
破
風
今
ぞ
響
え
た
ち

羽
を
の
ぼ
せ
し
真
名
鶴
の
ご
と
」
の
二
首
が
建
っ
て
い
ま
す
。

喜
加
藤
隆
久
(
か
と
う
た
か
ひ
さ
)

1
9
3
4
年
生
ま
れ
。

生
田
神
社
宮
司
。
神
戸
芸
術
文
化
会
議
長
。
神
戸
女
子
大

学
名
誉
教
授
。
文
学
博
士
。
震
災
で
倒
壊
し
た
生
田
神
社
を

「
耐
震
神
社
」
と
し
て
再
建
。
神
道
史
や
地
域
史
の
研
究
、
伝

統
芸
能
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
と
幅
広
く
活
躍
。

神
戸
市
文
化
賞
、
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
。

85
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森
に
還
る

大
谷

成
章
(
フ
リ
ー
ラ
イ
ク
l
)

第
回
/
と
み
さ
わ
か
よ
の

86

昨
年
暮
れ
、
俳
優
で
、
日
本
野
鳥
の
会
会
長
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
で
も
あ
る
柳
生
博
さ
ん
の

「
花

鳥
風
月
の
里
山
」
と
題
し
た
講
演
の
語
録
を
神
戸
新
聞
に

頼
ま
れ
た
。
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、

カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
話
の
一
部
を
こ
こ
に
復
活

さ
せ
て
も
ら
う
と
‥
・

ぼ
く
は
山
梨
県
の
八
ヶ
岳
の
中
腹
で
三
十
年
間
、
森

を
作
っ
て
い
ま
す
。
密
生
し
て
下
草
が
生
え
て
い
な
い

カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
を
元
の
自
然
の
植
生
に
返
そ
う
と

始
め
た
と
こ
ろ
、
「
元
の
豊
か
な
自
然
は
ど
ん
な
の
だ

ろ
う
」

と
や
っ
て
く
る
人
が
増
え
、
散
策
路
や
ギ
ャ
ラ

リ
1
の
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

「
八
ヶ
岳
倶
楽
部
」

を
作
り
ま
し
た
。
い
ま
は
年
間
十
万
人
が
き
ま
す
。

「
八
ヶ
岳
倶
楽
部
」

に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以

後
、
駐
車
場
に
は
た
く
さ
ん
の
数
の
神
戸
ナ
ン
バ
ー
の

車
が
並
び
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が

「
大
変
だ
っ
た
で
す
ね
」

と
声
を
か
け
る
と
、
「
深
呼
吸
し
た
く
て
来
ま
し
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
ま
ち
か
ら
深

呼
吸
し
に
来
て
も
ら
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
は
神
戸
の
人
た

ち
と
抱
き
あ
っ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。
八
ヶ
岳
の
花
鳥

風
月
を
語
り
あ
い
、
み
な
さ
ん
に
笑
顔
が
戻
っ
て
く
る

姿
に
、
自
然
が
ど
れ
ほ
ど
痛
み
、
悲
し
み
を
い
や
し
て

く
れ
る
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

柳
生
さ
ん
の
話
を
聞
く
の
は
2
度
目
で
、
一
昨
年
に
「
八
ヶ

岳
倶
楽
部
」
を
訪
ね
た
と
き
も
、
な
る
ほ
ど
駐
車
場
の
車

の
5
分
の
1
ほ
ど
は
神
戸
ナ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。
奥
様
の
手

づ
く
り
の
フ
ル
ー
ツ
テ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
「
八
ヶ

岳
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ぼ
く
の
原
風
景
を
求

め
て
移
り
住
ん
だ
か
ら
な
の
で
す
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

テ
レ
ビ
の
仕
事
が
殺
到
し
、
ム
リ
を
す
る
と
家
族
や
友
人

関
係
が
ポ
ロ
ポ
ロ
に
な
り
、
そ
れ
を
い
や
す
の
は
少
年
時

代
に
感
動
し
た
八
ヶ
岳
の
自
然
の
中
に
身
を
置
く
し
か
な

い
、
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
た
。

災
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
自
分
の
身
を
一
時
よ
そ
に
移

す
こ
と
で
気
力
を
取
り
戻
し
、
新
し
く
創
作
活
動
を
始
め

た
人
は
、
た
と
え
ば
谷
崎
潤
一
郎
。
関
東
大
震
災
の
後
、

阪
神
間
に
移
っ
て
、
六
甲
の
山
並
み
や
住
吉
川
の
流
れ
を

身
近
に
感
じ
な
が
ら

『
細
雪
』
を
書
い
た
。
永
井
荷
風
は
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
を
逃
れ
て
明
石
に
移
り
、
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青
い
海
、
白
い
砂
浜
、
輝
く
日
の
光
の
中
に
身
を
置
い
て
、

生
き
続
け
る
力
を
得
た
、
と
語
し
て
い
る
。

神
戸
っ
子
が

「
八
ヶ
岳
倶
楽
部
」
を
訪
れ
て
、
白
樺
と

落
葉
松
の
林
の
中
で
心
に
積
も
っ
た
ほ
こ
り
を
払
い
、
「
さ

あ
、
が
ん
ば
る
ぞ
」

と
立
ち
直
っ
た
姿
は
想
像
で
き
る
。

被
災
の
現
場
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
ど
う
応
え
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
。
「
な
に
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
迷
う
。
そ

ん
な
と
き
、
一
時
、
現
場
を
離
れ
て
、
全
体
を
見
渡
し
て

み
る
。
「
八
ヶ
岳
倶
楽
部
」
を
訪
ね
た
人
た
ち
の
中
に
は
、

そ
う
し
た
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。

森
や
林
が
ど
れ
ほ
ど
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
る
か
を
、

柳
生
さ
ん
は
語
り
続
け
て
い
る
。

森
に
は
木
霊
が
い
る
。
木
の
精
だ
。
根
と
幹
と
枝
を
駆

け
め
ぐ
っ
て
土
と
天
空
と
を
つ
な
い
で
い
る
。
葉
を
茂
ら

せ
、
実
を
結
ば
せ
る
。
葉
は
土
に
還
り
、
実
は
鳥
を
育
て

る
。
自
然
の
永
遠
の
命
の
使
者
だ
。
森
に
入
れ
ば
、
人
は

命
の
永
遠
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

被
災
地
に
は
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

残
骸
に
な
っ
た
建
造
物
。
祈
り
を
こ
め
た
仏
像
や
鎮
魂
碑
。

鷹
取
の
大
国
公
園
の
半
面
が
焼
け
焦
げ
た
火
止
め
の
ク
ス

ノ
キ
も
、
木
の
強
さ
と
や
さ
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。

震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
い
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
で
作

ら
れ
て
い
る
。
中
央
区
の
神
戸
港
貨
物
駅
跡
地
で
も
震
災

復
興
記
念
の

「
み
な
と
の
も
り
公
園
」

が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
甲
子
園
球
場
の
3
倍
ほ
ど
の
広
さ
で
、
1
0
0
年
後
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に
は
、
六
甲
の
山
並
み
か
ら
海
岸
へ
続
く

森
林
帯
の
一
部
に
な
り
、
命
の
循
環
、
魂

の
永
遠
を
具
現
し
た
森
に
な
る
こ
と
が
夢

だ
。い

ま
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
ど
ん
ぐ
り

か
ら
苗
木
を
育
て
て
い
る
。
こ
の
春
、
持

ち
寄
っ
て
植
樹
が
始
ま
る
。
で
き
れ
ば
震

災
の
犠
牲
者
の
数
、
6
4
3
4
本
の
木

を
植
え
、
木
霊
が
住
む
森
に
し
た
い
。

音
大
合

成
量
(
お
な
た
に
・
し
げ
あ
き
)
1
9
3
9
年
但
馬
生
ま

れ
。
元
神
戸
新
聞
話
者
。
震
災
当
時
は
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
者
。

そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
I
。
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
1
0
年
」
(
共

著
、
岩
波
新
書
)
な
ど
。
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漢
連
載
エ
ッ
セ
ー
/
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑪

捗
在
野
珪
載

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
大

軍
」
ハ
車
明
峰

「
な
ん
や
、
マ
マ
や
っ
た
ん
か
い
な
。
俺
は
ま
た
、
新

し
い
パ
ー
ト
の
お
ば
ち
ゃ
ん
か
と
思
た
が
な
」

常
連
さ
ん
の
一
人
が
、
家
内
を
指
し
て
の
言
葉
で
あ
る
。

実
は
、
家
内
が
3
0
年
ぶ
り
に
へ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
を
変

え
た
の
だ
。
長
い
髪
を
バ
ッ
サ
リ
と
切
っ
て
し
ま
っ
て
、

う
っ
か
り
す
る
と
わ
た
し
も
見
間
違
え
る
。

そ
の
家
内
の
故
郷
は
、
兵
庫
県
北
部
に
位
置
す
る
出
石

町
。
こ
の
度
の
市
町
村
合
併
で
豊
岡
市
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
い
い
城
下
町
で
あ
る
。
わ
た

し
の
大
好
き
な
町
だ
。
町
の
は
ず
れ
に
但
馬
の
一
の
宮
、

出
石
神
社
が
あ
っ
て
、
祭
神
、
天
日
槍

(
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
)

の
最
初
の
妻
の
名
を
阿
加
流
比
売

(
ア
カ
ル
ヒ
メ
)

と
言

う
。
彼
女
は
太
陽
の
光
か
ら
生
ま
れ
た
と

『
古
事
記
』

に

あ
る
。
す
こ
ぶ
る
美
人
で
あ
っ
た
と
。
わ
た
し
の
ペ
ン
ネ

ー
ム

「
出
石
ア
カ
ル
」

は
こ
れ
に
由
来
、
は
し
な
い
。
残

念
。
だ
け
ど
た
ず
ね
ら
れ
た
ら
、
面
倒
な
の
で
こ
の
来
歴

を
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
本
当
の
と
こ
ろ
は
、
こ
の

連
載
の
第
2
3
回
「
名
前
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

話
が
逸
れ
た
。
家
内
の
実
家
は
、
そ
の
出
石
神
社
か
ら

ま
だ
ま
だ
奥
の
、
山
奥
の
、
奥
小
野
と
い
う
在
所
で
あ
る
。

「
ま
ん
が
日
本
昔
話
」

に
出
て
く
る
よ
う
な
里
で
あ
る
。

春
に
な
る
と
、
山
の
坂
道
で
ツ
チ
ノ
コ
が
コ
ロ
コ
ロ
と
遊

ん
で
い
る
!
。
山
に
囲
ま
れ
た
集
落
の
真
ん
中
を
清
流
が

流
れ
て
お
り
、
耳
を
澄
ま
す
と
5
0
m
ほ
ど
離
れ
た
高
み

に
あ
る
実
家
の
縁
側
か
ら
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
。

傍
ら
に
鎮
守
が
あ
り
、
境
内
に
杉
の
木
が
高
く
整
え
て

い
る
。
そ
の
て
っ
ぺ
ん
で
、
カ
ラ
ス
が
鳴
く
。

「
カ
ー
、
カ
ー
、
カ
ー
」

と
鳴
く
。

と
書
い
て
し
ま
え
ば
当
た
り
前
だ
が
、
こ
こ
の
カ
ラ
ス

は
、
驚
く
な
か
れ
方
言
で
鳴
く
の
だ
。
嘘
で
は
な
い
。
低

音
か
ら
中
音
、
高
音
と
一
鳴
き
ご
と
に
音
程
が
上
が
っ
て

ゆ
く
。
そ
れ
が
実
に
の
ん
び
り
と
聞
こ
え
る
。
「
カ
ー
、

カ
ー
、
カ
ー
」
あ
あ
、
音
譜
で
表
し
た
い
も
の
だ
。
但
馬

弁
特
有
の
抑
揚
で
あ
る
。

そ
の
カ
ラ
ス
が
、
畑
で
悪
さ
を
す
る
の
だ
と
、
家
内
の

お
母
さ
ん
が
わ
た
し
に
嘆
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
せ
っ
か

く
植
え
た
豆
を
、
掘
り
返
し
て
食
べ
て
し
ま
う
の
だ
と
。

そ
こ
で
わ
た
し
は
訊
い
た
。

「
な
ん
で
カ
ラ
ス
は
、
せ
っ
か
く
植
え
た
豆
を
食
べ
る

ん
で
す
か
了
」
と
。
す
る
と
お
義
母
さ
ん
は
、

「
カ
ラ
ス
は
ひ
ま
ん
だ
し
き
ゃ
ー
で
ひ
ょ
ー
き
ゃ
ー
な
」

と
答
え
た
も
の
だ
。
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わ
た
し
は
一
瞬
、
「
ポ
カ
ン
!
」

で
あ
る
。

実
は
そ
の
時
、
わ
た
し
は
そ
の
話
の
前
に
も
、
お
義
母

さ
ん
と
の
話
の
中
で
、
疑
問
に
思
う
こ
と
を
根
掘
り
葉
掘

り
問
い
続
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ど
う
や
ら
、
い
い
加
減

う
っ
と
う
し
く
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
へ

「
な

ん
で
カ
ラ
ス
は
…
̃
」

で
あ
る
。
バ
カ
に
し
て
る
と
思
わ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
わ
た
し
は
至
っ
て
真
面

目
だ
っ
た
の
だ
。
あ
の
山
里
で
、

豆
を
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
な
く
て
も
、

で
も
カ
ラ
ス
の
食
べ
物
ぐ
ら

い
は
あ
る
だ
ろ
う
に
と
思
っ

て
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
カ
ラ
ス
は
ひ
ま
ん
だ
し
き

ゃ
ー
で
ひ
ょ
ー
き
ゃ
1
な
」

わ
た
し
の
大
好
き
な
但
馬

弁
で
あ
る
。
「
カ
ラ
ス
は
暇
や

か
ら
に
決
ま
っ
て
ま
ん
が
な
」

と
で
も
訳
そ
う
か
。

話
を
ま
た
軌
道
修
正
す
る
。

わ
た
し
の
店

「
輪
」

は
、

昭
和
6
2
年
の
暮
れ
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
丸
1
9
年
に
な
る
。

人
が
せ
っ
か
く
植
え
た

そ
こ
い
ら
中
に
い
く
ら

わ
た
し
に
は
何
と
も
切
な
く
聞
こ
え
た
の
だ
。

お
義
母
さ
ん
に
す
れ
ば
、
こ
ん
な
筈
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
娘
は
、
米
屋
に
嫁
が
せ
た
の
で
あ
る
。
一
生
、

食
い
っ
ぱ
ぐ
れ
は
な
い
と
思
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
米
屋

の
奥
様
と
し
て
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
行
け
る
と
思
わ

れ
た
の
だ
。
こ
と
の
詳
細
は
措
く
と
し
て
、
時
代
が
変
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

米
屋
の
奥
様
の
筈
が
、
喫
茶
店
の
マ
マ
と
し
て
、
忙
し

く
立
ち
働
い
て
い
る
。
し
か
も
オ
ー
プ
ン
当
初
で
あ
る
。

特
別
の
忙
し
さ
で
あ
る
。
「
あ

あ
、
娘
が
こ
ん
な
に
苦
労
し

て
い
る
」

と
思
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
実
に
悲
し
げ
で
、

切
な
げ
な

「
し
の
び
ん
、
し

の
び
ん
」

の
言
葉
が
わ
た
し

の
胸
に
忍
び
込
ん
だ
。

そ
の
お
義
母
さ
ん
も
地
震

が
あ
っ
た
年
の
夏
に
亡
く
な

ら
れ
た
。
そ
の
後
お
義
父
さ

ん
も
亡
く
な
ら
れ
、
家
内
の
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そ
れ
ま
で
は
米
屋
を
営
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
時
代
の

流
れ
で
、
喫
茶
店
に
転
業
。
そ
の
オ
ー
プ
ン
当
初
の
こ
と

で
あ
る
。
お
義
母
さ
ん
が
様
子
を
見
に
来
て
お
ら
れ
て
、

家
内
の
あ
ま
り
の
忙
し
さ
、
苦
労
の
様
子
に
、
思
わ
ず
漏

ら
さ
れ
た
言
葉
が
、

「
し
の
び
ん
、
し
の
び
ん
」

で
あ
っ
た
。
「
忍
び
な
い
、

忍
び
な
い
」

の
意
で
あ
る
。
「
し
の
」
を
沈
み
込
む
よ
う

に
発
声
し
、
「
ぴ
ん
」

で
語
尾
を
軽
く
上
げ
る
。
そ
れ
が

実
家
は
、
後
を
継
ぐ
者
が
い

な
く
な
り
、
こ
の
ほ
ど
人
手
に
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

村
も
過
疎
が
す
す
ん
で
ゆ
く
。
先
日
、
お
墓
参
り
に
行
き
、

側
を
通
っ
た
が
無
性
に
淋
し
か
っ
た
。

月
日
は
流
れ
た
の
だ
。
鎮
守
の
カ
ラ
ス
も
、
も
う
但
馬

弁
で
鳴
い
て
は
い
な
い
。
ツ
チ
ノ
コ
̃
の
姿
も
も
う
見
な

ヽ
」

○

l
i
Y

萱
出
石
ア
カ
ル

(
い
ず
し
・
あ
か
る
)
一
九
四
三
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火
曜

日
」
同
人
。
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
(
編
集
工
房
ノ

ア
刊
)

に
て
、
二
〇
〇
二
年
度
第
三
十
一
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。
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《
神
戸
異
人
館
物
語
)

衣
開
け
のン

タ
「

ハンター肖像

運
命
の
出
会
い

兵
庫
に
続
い
て
大
坂
に
も
外
国
人
居
留
地
が
予
定
さ
れ

て
い
た
。
慶
応
三
年
に
幕
府
と
各
国
と
の
取
決
め
に
よ
り

準
備
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の
、
か
ん
じ
ん
の
幕
府
が
崩
壊

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
が
宙
に
浮
い
て
し

ま
っ
た
。
明
治
新
政
府
が
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
外
交
等
の

問
題
を
処
理
す
る
機
関
と
し
て
、
安
治
川
沿
い
に
慶
応
四

年
四
月
、
宮
島
外
務
局
を
、
そ
の
翌
月
に
は
川
口
運
上
所

を
設
置
し
た
。
運
上
所
で
は
外
交
、
関
税
事
務
等
の
処
理

が
行
わ
れ
、
後
に
税
関
と
変
わ
る
。
運
上
と
は
江
戸
時
代

に
商
、
工
、
狩
猟
、
運
送
な
ど
に
従
事
す
る
者
に
課
せ
ら

三
条
杜
夫

絵
・
谷
口
和
市

れ
た
税
の
一
種
で
あ
る
。

川
口
運
上
所
を
設
け
た
川
口
町
一
帯
の
二
万
六
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
川
口
居
留
地
と
し
て
造
成
を
予
定
し
、
兵
庫

の
居
留
地
第
一
回
競
売
の
五
日
後
の
明
治
元
年
七
月
二
十

九
日
、
大
阪
で
も
第
一
回
競
売
が
行
わ
れ
た
。
キ
ル
ビ
ー

は
こ
の
競
売
に
も
参
加
し
、
第
十
七
番
区
画
三
百
五
十
五

坪
を
七
百
十
両
余
り
で
落
札
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
兵
庫
に

二
箇
所
、
大
阪
に
一
箇
所
、
計
三
軒
の
商
館
を
構
え
る
予

定
と
な
っ
た
が
、
そ
の
計
画
に
向
け
て
キ
ル
ビ
ー
と
ハ
ン

タ
ー
は
機
械
や
雑
貨
類
の
輸
入
を
始
め
る
準
備
に
か
か
っ
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て
い
た
。

「
医
薬
品
ノ
輸
入
モ
シ
タ
イ
ノ
デ
ス
ガ
・
・
・
2
」

ハ
ン
タ
ー
が
キ
ル
ビ
1
に
提
案
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

で
、
ハ
ン
タ
ー
は
医
薬
品
の
勉
強
を
し
た
経
験
が
あ
る
。

「
コ
ノ
国
ハ
メ
デ
ィ
ス
ン
ノ
ジ
ャ
ン
ル
ガ
遅
レ
テ
ィ
マ
ス
。

コ
レ
カ
ラ
ハ
オ
ソ
ラ
ク
、
メ
デ
ィ
ス
ン
ガ
必
要
ト
ナ
ル
ト

私
ハ
思
イ
マ
ス
」

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
薬
剤
師
並
み
の
知
識
を
身
に
付
け
た

自
信
に
基
づ
く
意
見
で
あ
る
。
青
雲
の
志
を
抱
い
て
世
界

を
航
海
す
る
に
は
、
人
間
の
体
を
病
気
か
ら
守
る
こ
と
が

不
可
欠
と
ハ
ン
タ
ー
は
考
え
、
故
郷
を
出
る
ま
で
、
真
剣

に
薬
学
の
勉
強
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
私
ハ
コ
ノ
国
ガ
好
キ
デ
ス
ガ
、
悪
イ
病
気
ガ
流
行
ル
コ

ト
ハ
好
キ
ニ
ナ
レ
マ
セ
ン
」

ハ
ン
タ
ー
が
横
浜
に
や
っ
て
来
た
慶
応
元
年
の
三
年
前

の
文
久
二
年
に
は
江
戸
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、
囲
碁
の

道
で
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
無
敗
の
地
位
を
守
り
抜
い
て

来
た
本
因
坊
が
三
十
四
歳
で
死
ん
だ
と
い
う
話
し
を
ハ
ン

タ
ー
は
横
浜
で
耳
に
し
て
い
た
。
囲
碁
は
英
国
で
言
う
チ

ェ
ス
の
よ
う
な
も
の
と
ハ
ン
タ
ー
は
理
解
し
、
日
本
で
棋

聖
と
あ
が
め
ら
れ
る
本
因
坊
が
も
ろ
く
も
、
流
行
り
痛
い

に
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
心
を
痛
め
た
。

「
囲
碁
ノ
勝
負
二
負
ケ
タ
コ
ト
ノ
ナ
イ
人
ガ
流
行
り
病
イ

ニ
ハ
勝
テ
ナ
ィ
。
コ
ノ
国
ハ
野
蛮
デ
ス
」

こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
貿
易
の
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

医
薬
品
の
輸
入
も
ぜ
ひ
、
行
い
た
い
と
ハ
ン
タ
1
は
考
え

る
の
で
あ
っ
た
。
キ
ル
ビ
ー
は
年
下
の
ハ
ン
タ
ー
を
部
下

と
見
る
の
で
は
な
く
、
腹
心
の
相
棒
と
思
い
、
ハ
ン
タ
ー

の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
提

案
を
素
直
に
受
け
入
れ
た
。
屠
牛
業
は
新
天
地
で
の
事
業

の
手
始
め
と
し
て
は
一
応
の
成
功
で
あ
っ
た
。
が
、
今
後

の
事
業
展
開
と
し
て
は
、
商
社
と
し
て
各
種
商
品
の
輸
出

入
が
当
然
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
っ
た
。

大
阪
川
口
居
留
地
へ
の
進
出
を
見
込
ん
で
、
特
に
ハ
ン

タ
ー
は
医
薬
品
の
取
り
扱
い
を
ア
イ
テ
ム
に
加
え
る
必
要

が
あ
る
と
踏
ん
で
い
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
大
阪
に
は

道
修
町
と
い
う
薬
問
屋
が
集
ま
る
地
域
が
あ
る
こ
と
を
聞

き
及
び
、
兵
庫
と
は
異
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
す
べ
き

と
彼
な
り
の
プ
ラ
ン
を
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
タ
ー
の
認
識
は
正
し
か
っ
た
。
安
土
桃
山
時
代
に

豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城
を
構
え
る
に
あ
た
り
、
道
修
町
を
中

心
に
薬
業
を
盛
り
立
て
る
よ
う
促
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
薬
の
町
の
形
態
が
い
っ
そ

う
整
い
、
明
治
維
新
の
今
、
道
修
町
は
ま
す
ま
す
そ
の
存

在
が
日
本
全
国
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で

あ
っ
た
。

ハ
ン
タ
ー
の
計
画
に
役
に
た
つ
よ
う
走
人
塾
の
米
田
左

門
講
師
が
文
献
を
調
べ
て
報
告
し
て
く
れ
た
。

「
昔
、
中
国
か
ら
の
帰
化
人
の
北
山
道
修
が
大
坂
で
医
業

を
開
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
腕
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
の
で
、

次
第
に
薬
種
業
を
志
す
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
薬
の
町
を
築

い
て
来
た
ん
で
す
ね
。
文
政
五
年
に
大
坂
で
コ
レ
ラ
が
流

行
っ
た
時
に
は
、
虎
の
頭
の
骨
を
砕
い
て
作
っ
た
虎
頭
殺

鬼
雄
黄
円
と
い
う
薬
が
道
修
町
で
作
ら
れ
、
薬
の
町
と
し

て
の
評
価
が
高
ま
り
ま
し
た
」

「
虎
ノ
頭
ノ
骨
ガ
コ
レ
ラ
ニ
効
ク
ノ
デ
ス
カ
了
」

ハ
ン
タ
ー
が
驚
い
て
聞
き
返
す
。

「
西
洋
医
学
デ
ハ
考
エ
ラ
レ
ナ
イ
コ
ト
デ
ス
」

「
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
、
だ
か
ら
こ
そ
あ
な
た
の
活
躍
の
場
が

あ
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。
先
進
国
の
医
薬
品
を
ど
ん
ど
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ん
日
本
に
輸
入
し
て
下
さ
い
。
私
は
あ
な
た
に
期
待
し
て

い
ま
す
」

左
門
講
師
の
激
励
を
受
け
て
、
ハ
ン
タ
ー
は
勇
気
百
倍

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
医
薬
品
の
輸
入
を
開
始
し
た
。
こ
の

こ
と
が
思
い
が
け
な
い
面
で
役
に
立
ち
、
ハ
ン
タ
ー
自
身

の
運
命
ま
で
左
右
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
想
像
だ
に

出
来
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

堂
島
川
と
堀
川
が
合
流
し
た
か
と
思
う
と
、
す
ぐ
に
安

治
川
と
木
津
川
に
分
か
れ
る
。
二
つ
の
川
の
間
に
横
た
わ

る
三
角
地
が
川
口
居
留
地
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
。
木

津
川
の
束
に
位
置
す
る
江
之
子
島
上
之
町
に
薬
種
問
屋
「
平

野
常
助
商
店
」

が
あ
っ
た
。
大
阪
進
出
を
も
く
ろ
ん
で
キ

ル
ビ
ー
商
会
は
医
薬
品
の
輸
入
卸
を
開
始
し
た
が
、
新
規

事
業
の
取
引
先
を
開
拓
中
で
、
ハ
ン
タ
ー
が
し
ば
し
ば
大

阪
を
訪
れ
て
は
販
路
開
拓
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
平
野
常

助
商
店
も
、
取
引
を
始
め
て
間
も
な
い
得
意
先
の
一
軒
だ

っ
た
。

日
本
に
は
秋
霜
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
し
と
し
と
と
秋

の
雨
が
降
り
続
く
さ
ま
を
表
現
し
た
言
葉
だ
が
、
九
月
八

日
に
明
治
元
年
と
な
っ
た
翌
月
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り

の
秋
雨
が
降
る
日
が
続
い
て
い
た
。
天
気
の
悪
い
こ
と
に

も
め
げ
ず
、
ハ
ン
タ
ー
は
そ
の
日
も
大
阪
入
り
し
て
い
た
。

平
野
商
店
か
ら
輸
入
薬
品
の
注
文
を
受
け
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
雨
だ
か
ら
得
意
先
回
り
を
や
め
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
。

「
足
も
と
の
悪
い
な
か
、
す
ま
ん
こ
っ
て
す
な
」

番
頭
が
泥
に
ま
み
れ
た
ハ
ン
タ
ー
の
靴
を
見
て
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
送
っ
た
。
こ
の
店
は
主
人
の
平
野
常
助
が
感

じ
の
よ
い
人
柄
で
あ
る
の
で
、
従
業
員
の
躾
ま
で
い
き
届

い
て
い
る
。

「
大
丈
夫
デ
ス
。
レ
イ
ニ
ー
デ
イ
ニ
ハ
ソ
レ
ナ
リ
ノ
日
本

ノ
イ
メ
ー
ジ
ガ
ア
ル
ノ
デ
私
、
レ
イ
ニ
ー
デ
イ
、
問
題
ナ

シ
デ
ス
」

土
間
で
合
羽
を
脱
い
で
、
帳
場
の
上
が
り
口
に
鞄
を
置

か
せ
て
も
ら
っ
た
ハ
ン
タ
ー
に
番
頭
が
言
う
。

「
い
と
は
ん
も
お
ん
な
じ
こ
と
を
言
わ
は
り
ま
す
。
雨
に

打
た
せ
て
ほ
し
い
ち
ゅ
う
て
」

番
頭
の
何
げ
な
い
一
言
だ
っ
た
が
、
そ
の
一
言
が
人
の

運
命
を
左
右
す
る
重
大
な
糸
口
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
イ
ト
ハ
ン
、
オ
嬢
サ
ン
ノ
愛
子
サ
ン
デ
ス
ネ
、
彼
女
、

雨
二
打
タ
セ
テ
ホ
シ
ィ
、
言
ウ
ノ
デ
ス
カ
̃

ド
ゥ
シ
テ

デ
ス
カ
了
」

鞄
の
中
か
ら
注
文
の
薬
品
を
取
り
出
し
な
が
ら
、
ハ
ン

タ
ー
は
尋
ね
る
。

「
こ
の
間
か
ら
高
熱
を
出
し
て
は
り
ま
す
ね
ん
。
も
と
は

腸
わ
ず
ら
い
や
そ
う
で
す
け
ど
、
医
者
が
も
う
ど
な
い
も

手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
さ
か
い
、
好
き
に
さ
せ
て
や
り
な

さ
い
ゆ
う
こ
と
で
す
ね
ん
。
座
敷
で
寝
て
も
ろ
う
て
ま
し

た
ん
や
け
ど
え
ら
い
熱
で
し
て
、
い
と
は
ん
が
雨
に
打
た

せ
て
ほ
し
い
言
わ
は
り
ま
し
て
、
縁
側
に
ふ
と
ん
を
移
し

た
と
こ
で
す
わ
」

ハ
ン
タ
ー
が
こ
の
店
を
訪
れ
る
の
は
、
三
、
四
度
目
に

な
ろ
う
か
。
帳
場
を
助
け
た
り
、
商
品
の
管
理
を
手
伝
っ

た
り
、
か
い
が
い
し
く
働
く
娘
が
い
た
。
主
人
常
助
の
長

女
で
十
八
歳
の
愛
子
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
珍
し
い
外
国

人
の
訪
問
に
い
つ
も
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
感
じ
の
よ

い
女
性
だ
っ
た
。
そ
の
娘
が
病
気
に
な
っ
て
医
者
か
ら
見

放
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ハ
ン
タ
ー
は
狐
に
つ
ま
ま
れ
た

よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
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「
ド
ウ
シ
タ
ン
デ
ス
カ
̃

コ
ノ
間
オ
ジ
ャ
マ
シ
タ
時
ハ

元
気
ダ
ッ
タ
デ
ハ
ナ
イ
デ
ス
カ
了
」

「
あ
て
ら
も
不
思
議
に
思
う
て
ん
で
す
け
ど
、
急
に
病
気

に
な
ら
は
っ
た
ん
で
す
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
ゆ
う
う
ち
に
悪

な
ら
は
っ
て
、
明
日
を
も
知
れ
ぬ
命
に
な
ら
は
り
ま
し
て

ん
」

明
日
を
も
知
れ
ぬ
命
と
い
う
割
り
に
こ
の
店
に
は
緊
張

感
が
な
い
こ
と
を
ハ
ン
タ
ー
は
感
じ
た
。
逆
に
言
え
ば
、

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
愛
子
の
病
状
が
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な

い
ほ
ど
悪
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

「
会
ワ
セ
テ
下
サ
イ
。
愛
子
サ
ン
ニ
」

ハ
ン
タ
ー
は
何
故
か
い
た
た
ま
れ
ぬ
気
持
ち
に
な
っ
て

頼
み
込
ん
だ
。
番
頭
が
案
内
し
た
奥
座
敷
の
縁
側
で
、
降

り
込
む
霧
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
目
を
閉
じ
た
ま
ま
の
愛
子

の
姿
が
あ
っ
た
。
一
目
見
る
な
り
ハ
ン
タ
ー
は
叫
ん
だ
。

「
オ
ウ
、
ノ
ウ
!

ミ
ス
愛
子
、
雨
、
ダ
メ
デ
ス
!
」

ハ
ン
タ
ー
は
愛
子
の
そ
ば
に
駆
け
寄
る
と
、
寝
床
ご
と

彼
女
を
抱
え
込
ん
で
、
座
敷
に
運
び
込
ん
だ
。

う
っ
す
ら
と
目
を
開
け
た
愛
子
が
虫
の
息
で
反
応
し
た
。

「
あ
、
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
・
・
・
」

あ
と
が
続
か
な
か
っ
た
。
高
熱
に
お
か
さ
れ
た
愛
子
の

熱
気
が
ハ
ン
タ
ー
の
顔
に
ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
ダ
イ
ジ
ョ
ー
ブ
、
ナ
ン
ト
カ
シ
マ
ス
」

ハ
ン
タ
ー
は
ふ
と
ん
ご
と
愛
子
を
座
敷
に
下
ろ
す
と
、

鞄
の
中
か
ら
幾
つ
か
の
薬
を
取
り
だ
し
て
、
そ
の
一
包
み

を
愛
子
の
口
に
ふ
く
ま
せ
た
。

「
ス
ミ
マ
セ
ン
、
オ
水
ク
ダ
サ
イ
」

丁
稚
が
水
を
持
っ
て
く
る
ま
で
の
間
、
ハ
ン
タ
ー
は
じ

っ
と
愛
子
の
顔
を
見
つ
め
て
い
た
。
そ
し
て
手
を
そ
っ
と

愛
子
の
額
に
置
い
て
目
を
閉
じ
た
ま
ま
の
愛
子
に
小
声
で

さ
さ
や
い
て
い
た
。

「
ダ
イ
ジ
ョ
ー
ブ
・
・
・
。
ヨ

ク
ナ
リ
マ
ス
ヨ
・
・
・
」

丁
稚
が
運
ん
で
き
た
土
瓶

の
口
を
愛
子
の
口
に
く
っ
つ

け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を

か
け
な
が
ら
水
を
少
し
ず
つ

愛
子
に
飲
ま
せ
る
の
だ
っ
た
。

「
熱
キ
ッ
ト
下
ガ
リ
マ
ス
。
元

気
ニ
ナ
リ
マ
ス
ヨ
、
ミ
ス
愛

子
・
・
⊥

水
を
ふ
く
ま
せ
終
わ
る
と
、

ハ
ン
タ
ー
は
手
ぬ
ぐ
い
を
借

り
て
水
に
し
め
ら
せ
、
そ
っ

と
愛
子
の
額
の
上
に
置
く
。
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「
あ
、
り
、
が
、
と
」

う
っ
す
ら
と
目
を
開
け
た
愛
子
が
そ
れ
だ
け
言
っ
た
。

「
ド
ン
ナ
ニ
熱
高
ク
テ
モ
、
雨
二
当
タ
ル
ノ
ハ
ヨ
ク
ア
リ

マ
セ
ン
。
熱
ハ
私
ガ
下
ゲ
テ
ア
ゲ
マ
ス
。
病
気
モ
私
ガ
直

シ
テ
ア
ゲ
マ
ス
」

や
さ
し
く
言
う
と
ハ
ン
タ
ー
は
静
か
に
座
敷
を
離
れ
、

主
人
の
常
助
に
面
会
を
請
う
た
。

「
薬
売
る
身
が
娘
の
命
も
救
え
ぬ
の
か
と
消
沈
し
と
り
ま

し
た
」常

助
が
ハ
ン
タ
ー
の
顔
を
見
る
な
り
、
つ
ぶ
や
い
た
。

い
つ
も
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
主
人
の
姿
は
ど
こ
に
消
え

た
の
か
、
や
つ
れ
は
て
た
中
年
男
が
そ
こ
に
い
た
。
愛
娘

を
死
な
せ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
悲
し
み
に
う
ち
ひ
し

が
れ
て
い
る
主
人
に
ハ
ン
タ
ー
は
言
う
。

「
ア
キ
ラ
メ
テ
ハ
イ
ケ
マ
セ
ン
。
熟
ハ
原
因
ガ
ア
ル
カ
ラ

出
ル
ノ
デ
ス
。
原
因
ヲ
取
り
去
ル
方
法
考
エ
マ
シ
ョ
ウ
。

私
、
薬
作
ッ
テ
持
ッ
テ
キ
マ
ス
」

「
医
者
が
も
う
駄
目
だ
か
ら
好
き
に
さ
せ
て
や
り
な
さ
い

と
言
う
と
る
ん
で
す
が
・
・
・
」

「
失
礼
デ
ス
ガ
、
日
本
ノ
ド
ク
タ
ー
、
出
来
ナ
イ
コ
ト
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ノ
薬
、
病
気
ナ
オ
セ
ル
可
能
性
ア
リ
マ
ス
」

「
ハ
ン
タ
1
さ
ん
、
本
当
で
す
か
̃

う
ち
が
今
扱
っ
て

い
る
支
那
や
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
薬
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
と
医
者
が
言
う
と
り
ま
す
が
」

「
失
礼
デ
ス
ガ
、
ソ
レ
以
上
二
優
秀
ナ
薬
ヲ
私
ガ
調
合
シ

マ
ス
」

「
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
、
信
じ
て
い
い
の
で
す
か
了
」

常
助
の
顔
に
や
っ
と
持
ち
前
の
品
の
良
さ
が
戻
っ
て
き

た
。

「
ハ
イ
。
私
ヲ
信
ジ
テ
下
サ
ル
ナ
ラ
、
雨
二
打
タ
セ
ル
ノ

ハ
艮
ク
ア
リ
マ
セ
ン
。
平
野
商
店
ハ
薬
売
ル
店
デ
ス
。
薬

デ
ミ
ス
愛
子
治
シ
マ
シ
ョ
。
私
ヘ
ル
プ
約
束
シ
マ
ス
」

「
ハ
ン
タ
1
さ
ん
、
あ
な
た
の
力
で
治
せ
る
も
の
な
ら
ぜ

ひ
、
治
し
て
下
さ
い
。
私
に
は
か
わ
い
い
か
わ
い
い
娘
で

す
。
あ
な
た
の
薬
で
ぜ
ひ
、
愛
子
の
命
を
助
け
て
下
さ
い
」

常
助
は
額
を
畳
に
こ
す
り
つ
け
ん
ば
か
り
に
、
ハ
ン
タ

ー
に
頼
み
込
ん
だ
。
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「
日
本
ノ
ド
ク
タ
ー
ノ
治
セ
ナ
イ
病
気
、
私
ノ
薬
デ
キ
ッ

ト
治
シ
テ
ミ
セ
マ
ス
」

き
っ
ぱ
り
と
ハ
ン
タ
ー
は
言
い
切
る
。

「
最
後
ノ
望
ミ
グ
カ
ラ
ト
イ
ッ
テ
雨
二
打
タ
セ
ル
ノ
ダ
ケ

ハ
良
ク
ア
リ
マ
セ
ン
。
モ
ッ
ト
熟
高
ク
ナ
ッ
テ
愛
子
サ
ン

死
ン
デ
シ
マ
イ
マ
ス
。
雨
ヨ
リ
モ
、
店
ノ
ミ
ナ
サ
ン
ノ
気

持
チ
デ
彼
女
ラ
包
ン
デ
ア
ゲ
テ
下
サ
イ
。
オ
願
イ
シ
マ
ス
」

「
解
り
ま
し
た
。
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
、
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ

る
通
り
に
し
ま
す
。
奇
跡
を
待
ち
ま
す
」

「
奇
跡
ハ
待
ッ
テ
ィ
テ
ハ
起
コ
リ
マ
セ
ン
。
待
ツ
モ
ノ
デ

ハ
ナ
ク
、
作
ル
モ
ノ
デ
ス
」

番
頭
と
丁
稚
が
そ
ば
に
や
っ
て
来
て
、
主
人
と
共
に
頭

を
畳
に
こ
す
り
つ
け
て
ハ
ン
タ
ー
に
言
う
の
だ
っ
た
。

「
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
!
」

兵
庫
の
細
部
村
の
留
吉
の
家
に
ハ
ン
タ
ー
が
帰
り
着
い

た
時
に
は
、
暮
れ
や
す
い
秋
の
日
が
と
っ
ぷ
り
と
夜
に
な

っ
て
い
た
。
夕
食
を
取
ろ
う
と
も
せ
ず
、
自
室
に
こ
も
る

な
り
、
ハ
ン
タ
ー
は
菜
種
油
の
ラ
ン
プ
の
灯
り
で
、
薬
の

調
合
を
始
め
た
。
キ
ル
ビ
ー
が
心
配
し
て
の
ぞ
き
込
む
。

「
ド
ウ
シ
タ
̃

何
カ
ア
ッ
タ
ノ
カ
̃
」

事
情
を
説
明
す
る
の
も
も
ど
か
し
げ
に
、
色
々
な
薬
の

調
合
を
試
み
る
ハ
ン
タ
ー
に
、
キ
ル
ビ
ー
は

「
ベ
ス
ト
ヲ
尽
ク
シ
テ
平
野
商
店
ノ
娘
サ
ン
ヲ
救
ッ
テ
ア

ゲ
マ
シ
ョ
ウ
。
コ
コ
ニ
ア
ル
薬
足
リ
ナ
ケ
レ
バ
、
英
国
人

ノ
誰
力
薬
持
ッ
テ
ィ
ナ
イ
カ
、
探
シ
テ
ミ
マ
ス
」

と
、
ハ
ン
タ
ー
を
激
励
す
る
。
愛
子
は
細
菌
性
の
病
気

に
お
か
さ
れ
て
い
る
と
ハ
ン
タ
ー
は
診
て
い
た
。
細
菌
を

殺
す
新
薬
が
有
効
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
ち
ょ
う
ど
ふ
さ
わ

し
い
薬
が
数
種
類
、
英
国
か
ら
届
い
て
い
た
。
こ
れ
ま
で

の
日
本
に
流
行
っ
た
病
気
は
殆
ど
が
細
菌
性
の
も
の
だ
と

ハ
ン
タ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
で
勉
強

し
た
知
識
を
活
か
し
て
分
析
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
何
よ

り
も
細
菌
を
や
っ
つ
け
る
薬
が
日
本
に
は
必
要
だ
と
考
え

て
、
今
に
い
う
抗
生
物
質
系
の
医
薬
品
を
中
心
に
本
国
か

ら
取
り
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

自
室
に
入
っ
た
き
り
出
て
こ
な
い
ハ
ン
タ
ー
を
心
配
し

て
、
タ
ネ
が
お
に
ぎ
り
と
味
噌
汁
を
運
ん
で
き
た
。

「
ハ
ン
タ
1
さ
ん
、
こ
れ
だ
と
食
べ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
̃

人
様
を
助
け
る
に
は
、
自
分
自
身
が
体
力
を
付
け
な
い
と

ね
」

さ
り
げ
な
く
気
遣
う
日
本
の
母
が
そ
こ
に
い
た
。
久
し

く
忘
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
の
母
を
思
い
出
し
て
ハ

ン
タ
ー
は
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
国
を
出
て
十
年
余
り
、
無

我
夢
中
で
新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
の
連
続
で
人
間
ら
し
い

気
持
ち
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
思
い
が
け
な
く
も

人
並
み
の
気
持
ち
を
取
り
戻
し
て
、
ハ
ン
タ
ー
は
何
と
し

て
で
も
平
野
常
助
商
店
の
娘
・
愛
子
の
命
を
助
け
よ
う
と

自
分
自
身
を
ふ
る
い
立
た
せ
る
の
だ
っ
た
。

つ
づ
く

注
‥
大
坂
は
、
明
治
元
年
五
月
二
日
大
阪
府
誕
生
を
機
に
、

そ
れ
ま
で
の
大
坂
を
大
阪
と
改
め
ま
し
た
。
当
小
説
で
は
歴
史
的
事
実
に
沿
っ
て
、

大
坂
と
大
阪
を
使
い
分
け
て
哀
話
し
て
い
ま
す
。

菓
三
条
杜
夫
(
さ
ん
じ
ょ
う
・
も
り
お
)

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
I
、
放
送
作
家
。
ル
ポ
ラ

イ
タ
ー
を
経
て
、
放
送
業
界
へ
。
経
験
に
も
と

づ
く
地
域
活
性
化
講
師
と
し
て
の
活
動
も
評
価

さ
れ
て
い
る
。
著
書
に
「
い
の
ち
結
ん
で
」
、
「
宝

の
道
七
福
神
め
ぐ
り
」
、
「
そ
う
ゆ
う
人
た
ち
」

な
ど
。
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